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第２四半期の業績は「減収増益」となりました。

売上高は、▲８８５億円減となりました。これは、「エネルギー・ソリュー
ションセグメント」における、都市ガスおよび電力販売量減等による売上の
減が主な要因です。

営業費用は、▲１，２７８億円減となりました。これは、「エネルギー・
ソリューションセグメント」における、都市ガスおよび電力の販売量減少等
に伴う原材料費減が主な要因です。

この結果、営業利益は＋３９３億円増の１，２９７億円、経常利益は
＋３９０億円増の１，４７６億円となりました。特別利益として、投資有価
証券売却益２４億円、長期貸付金評価益２４億円を計上したことにより、
親会社株主に帰属する当期純利益は、＋３２３億円増の１，０３９億円とな
りました。
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セグメント別の売上高、および営業利益に持分法損益を加えたセグメント
利益とその増減を記載しております。

5



エネルギー・ソリューションセグメントにおける＋４９７億円の増益は、
都市ガスのスライド差等による粗利増、電力事業における、ＪＥＰＸ影響の
緩和等に伴う調達費用の減等が主な要因です。

ネットワークセグメントは、主に託送供給収益の減により、▲３９億円の
減益となりました。

海外セグメントは、主にガス価格下落に伴う北米プロジェクトの利益減等に
より、▲１４７億円の減益となりました。

都市ビジネスセグメントは、不動産販売による利益増や、ホテル事業において、
稼働増に伴う利益増があったこと等により、＋３４億円の増益となりました。
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第２四半期までのガス販売量は、業務用では、夏季の高気温影響での空調
需要の増がある一方、高気温影響による家庭用の需要減、工業用での発電
専用のお客さまの需要減等により、全体では▲１２．９％減となりました。
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第２四半期までの電力販売量は、全体では▲２６．１％減となりました。

小売においては、契約件数の増加、夏季の高気温の影響による需要増等に
より＋１９．４％増、卸ほかについては、▲４７．４％減少しています。
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２０２３年度通期につきましては、「増収増益」と見通しております。
見通しの前提となる１０月以降の経済フレームは、為替レートを１ドル１３５
円から１４５円に、原油価格については１バレル８０ドルから９０ドルに、そ
れぞれ変更しております。

売上高は＋６９０億円増と見通しております。これは、「エネルギー・
ソリューションセグメント」における、原料費調整に伴う都市ガス単価増等が
主な要因です。

一方、営業費用は＋６５０億円増と見通しております。これは、経済フレーム
変更による「ガス」の原材料費増等が主な要因です。

この結果、営業利益は＋４０億円増、営業外利益の増を反映した経常利益は
＋２１０億円増、親会社株主に帰属する当期純利益は、＋１５０億円増の
１，１６０億円と見通しております。
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資産・キャッシュフローの状況等、連結ベースの主要計数の見通しをお示し
しています。
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２３年度の設備投資・投融資の見通しについてお示ししております。
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セグメント別の売上高および利益の見通しと、前回見通しに対する増減を
記載しております。

セグメント利益の合計額は前回見通しから＋４１億円の増益と見通しており
ます。
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エネルギー・ソリューションセグメントは▲２７億円の減益を見通しています。
これは、都市ガス事業において、経済フレーム変更に伴い、下期において
スライド差による減益を織り込むことが主な要因です。電力事業においても、
フレーム変更の影響等を反映し、▲１８億円の減益としています。

ネットワークセグメントは、託送供給収益減少を織り込み、▲６１億円として
います。

海外セグメントでは、経済フレーム変更に伴い、為替影響等を踏まえ、＋５６
億円の増益を見通しております。

都市ビジネスでは、不動産収入の増等により、＋６９億円の増益を見通してお
ります。
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今回の通期見通しと前年実績との比較をお示ししております。
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ガス販売量は、前回見通しとの対比で▲０．５％減を見込んでいます。主に
高気温影響に伴う家庭用の減等、第２四半期までの実績を反映したものです。
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電力販売量は、前回見通しとの対比で▲１．９％減を見通しております。
小売について、件数の増等に伴う販売量増を織り込む一方、卸ほかの販売量
減を見込んでおります。
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前年度からの主な変化要素ごとの利益増減を図でお示ししております。
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参考資料として、経済フレーム感度表に加え、原油価格・為替レート、
期間中の主なトピックス、主な海外投資案件等を掲載しております。
「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けて」の取り組み内容のご説
明は２３～２４ページにございます。また、２０２３年１０月の組織改正に
伴うセグメント区分の変更について、２５～２６ページにご説明しておりま
す。セグメント区分の変更については、第３四半期決算より、変更を反映し
た情報開示を行う予定です。
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